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行事案内行事案内行事案内行事案内
9⽉9⽉9⽉9月

10⽉10⽉10⽉10月

11日(⽇)・・・例祭 午後2時より

11⽉11⽉11⽉11月
6日(⾦)・7⽇(⼟)・20⽇(⾦)・・・書道教室 午後2時より
12日(⽊)・・・例祭 午後2時より

仏壇・仏具

神奈川県厚木市松枝1−2−10

046－223−2327

新鮮野菜井出農園
藤沢市打戻2730

080－3447−2982

(株)三和建材
茅ヶ崎市行⾕1079−1

0467－51−8224

墓碑・墓石⼯事

長⾕川⽯材店
海老名市国分寺台3−2−23

046－233−5354
090－3228−2325

葬儀のことは

(株)岡村
茅ヶ崎市幸町6－21−203

0467－95−0399

12日(⼟)・・・例祭 午後2時より
4日(⾦)・１8⽇(⾦)・19⽇(⼟)・・・書道教室 午後2時より

9日(⾦)・23⽇(⾦)・24⽇(⼟)・・・書道教室 午後2時より

31日(⼟)・・・境内清掃 午後１時より※⾬天時11⽉1⽇(⽇)

河内屋
〇境内清掃2回目は10月31日です
　花づくりもありますので、ご協⼒お願いいたします

〇１０月の例祭は11⽇です

大事なお知らせ

20日(⽇)∼26⽇(⼟)・・・秋のお彼岸

12日(⽉)・・・⾝延⼭久遠寺万灯奉納 午前10時出発

15日(⽇)・・・三浦円徳寺万灯奉納  午後5時30分出発
18日(⽔)・・・相模原顕正寺万灯奉納 午後6時出発
23日(⽉)・・・当⼭ お会式

　   ⿓⼝寺万灯奉納 午後6時30分出発



毎
月
十
二
日
は
、
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
例
祭
の
日
。

法
話
を
聞
き
、
皆
さ
ん
で

お
経
を
唱
え
、
塔
婆
供
養

や
祈
祷
を
行
い
ま
す
。

　
難
し
い
準
備
や
作
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
座
っ
て
、

聞
い
て
、
手
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

も
、
特
に
用
事
が
な
い
方

も
、
少
し
心
を
整
え
る
時

間
と
し
て
お
参
り
く
だ
さ

い
。
日
常
を
少
し
離
れ
る

だ
け
で
、
気
持
ち
が
軽
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
お
参
り
い

た
だ
け
ま
す
。

小
塔
婆
　
　
三
百
円

大
塔
婆
　
　
三
千
円

祈
祷
　
　
　
お
布
施

参
拝
の
み
　
お
布
施

　
⼗
⽉
三
⼗
⼀
⽇(

⼟)

、
第
⼆
回
⽬
の

境
内
清
掃
・
花
作
り
を
⾏
い
ま
す
。

近
年
は
参
加
者
が
減
り
、
植
栽
も
少
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
な
か

な
か
骨
の
折
れ
る
作
業
で
す
。
コ
ル
セ

ッ
ト
や
ア
ン
メ
ル
ツ
を
お
守
り
代
わ
り

に
、
ご
参
加
く
だ
さ
る
⽅
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
お
寺
を
綺
麗
に
す
る
そ
の
姿
は
、
ま

さ
に
修
行
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
姿

を
、
仏
様
も
、
皆
様
の
ご
先
祖
様
も
、

き
っ
と
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
無
理
の
な
い
範
囲
で…

…

い
え
、

ほ
ん
の
少
し
だ
け
無
理
を
す
る
く
ら
い

が
、
修
行
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
境
内
を
綺
麗
に
整
え
、
御
会
式
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
翌
日

十
一
月
一
日
に
順
延
い
た
し
ま
す
。
当

⽇
午
前
⼗
時
に
判
断
し
ま
す
の
で
お
寺

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

境
内
清
掃

秋のお彼岸秋のお彼岸�����������������������
彼岸は、今までの⾃分と今の⾃分を⾒つめなおす期間です。

⼿を引いてくれた祖⺟、無⼝だった⽗、よく笑っていたあの友⼈――皆様にも、思い
出す顔がきっとあることと思います。

そうした⽅々に想いを馳せることも、お彼岸の⼤切なひとときです。

塔婆には、その⽅のお名前を記します。「元気にしてるよ」「ありがとう」――⾔葉に
できなかった想いも、塔婆を通してそっと届けることができるように思います。

⼼に浮かぶ顔の数だけ、建ててみませんか。

また、ご⾃⾝のご先祖様だけでなく、どうか少しだけ、縁のない霊にも思いを向けて
みてください。あらゆる世界に⽣きとし⽣けるものがあり、供養する⼈のいない霊も

数多くいます。⾃分の先祖のことだけでなく、そうした存在にも⼿を合わせる。
そこにもまた、⼤切な供養の⼼があります。

⼿を合わせたとき、ご⾃⾝が、誰の、どんな恩恵を受けてきたのか、⼀つひとつ丁寧
に考えてみてください。⾃分⼀⼈の⼒では到底ここまで来られなかったことに気づか

されるはずです。
塔婆供養という修⾏は、⽇々の感謝を思い出すことです。その感謝とは、⾜りないも

のを数えることではなく、すでに与えられているものに気づくということです。
そう思えたとき、⾒える世界が変わってきます。

この秋のお彼岸、ご先祖様と、そして名もなき御霊への感謝を込めて、
ご⾃⾝の修⾏として、塔婆供養をお申し込みください。

                       
彼岸は、今までの自分と今の⾃分を⾒つめなおす期間です。

手を引いてくれた祖母、無口だった父、よく笑っていたあの友人――皆様にも、思い
出す顔がきっとあることと思います。

そうした方々に想いを馳せることも、お彼岸の⼤切なひとときです。

塔婆には、その方のお名前を記します。「元気にしてるよ」「ありがとう」――言葉に
できなかった想いも、塔婆を通してそっと届けることができるように思います。

心に浮かぶ顔の数だけ、建ててみませんか。

また、ご自身のご先祖様だけでなく、どうか少しだけ、縁のない霊にも思いを向けて
みてください。あらゆる世界に生きとし生けるものがあり、供養する人のいない霊も

数多くいます。自分の先祖のことだけでなく、そうした存在にも⼿を合わせる。
そこにもまた、大切な供養の⼼があります。

手を合わせたとき、ご自身が、誰の、どんな恩恵を受けてきたのか、一つひとつ丁寧
に考えてみてください。自分一人の力では到底ここまで来られなかったことに気づか

されるはずです。
塔婆供養という修行は、日々の感謝を思い出すことです。その感謝とは、足りないも

のを数えることではなく、すでに与えられているものに気づくということです。
そう思えたとき、見える世界が変わってきます。

この秋のお彼岸、ご先祖様と、そして名もなき御霊への感謝を込めて、
ご自⾝の修⾏として、塔婆供養をお申し込みください。

十
⼆
⽇
講
例
祭

お申し込みについてお申し込みについて

本年も万灯奉納の季節がやってきました。万灯奉納とは、賑やかに
太鼓を打ち鳴らし、纏を振りながら練り歩いて、由緒あるお寺にお
参りし、感謝の気持ちを伝える伝統行事です。平たく言えば「お祭
り」です。子供から大人まで楽しい雰囲気でお参りできますので、
ぜひご参加下さい

片瀬 ⿓⼝寺 9月12⽇(⼟)18時30分 会費4000円

身延山　久遠寺 10月12⽇(⽉)10時00分  会費6000円

妙福寺出発

妙福寺出発

三浦　円徳寺 11月15⽇(⽇)17時30分 

相模原　顕正寺

妙福寺出発 会費4000円

11月18⽇(⽔)18時00分 妙福寺出発 会費4000円

万 灯 奉 納

参加ご希望の方はお電話にてお申込み下さい
お待ちしております！同封の申込用紙にて９月10日までにお申し込み下さい
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定
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⼭
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︶
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⼭
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に
ま
い
り
ま
す
。

美
味
し
い
お
食
事
と
、
満
開
の
桜
に

包
ま
れ
な
が
ら
の
参
拝
で
す
。
⼼
も

体
も
晴
れ
や
か
に
な
る
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。
ぜ
ひ
ご
⼀
緒
し
ま
せ
ん
か
。

◆
大
阪
⽅
⾯�

団
体
参
拝

令
和
九
年
五
月
⼆
⼗
九
⽇
︵
⼟
︶・
三

⼗
⽇
︵
⽇
︶
の
⼀
泊
⼆
⽇
で
、
⼤
阪

⽅
⾯
へ
団
体
参
拝
に
ま
い
り
ま
す
。

各
地
の
由
緒
あ
る
寺
院
を
参
拝
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
、
今
の
う
ち
に
ぜ
ひ
ご
予
定
に

入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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